


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































425 S　= 悲しみを書いた時がまさに青春の 17
歳から 19 歳。
426 M　// そうそうそうそうそう。
427 S　= でその、ま．T が言うにはやっぱり中
学校から高校の間のこの：：// あ、推測、





























































454 S　目にはほとんど映らない // もので　
455 M　// うん


































































































































































































































































594 S  T	 	この人がこういう（　）とかって
進んで：：（　）
595 M　○○さん？
596 T　=（笑）あの人もういいよ：：いいよ：：
二年やってだめってならもう駄目でしょ。
597 S　=この会話（いけない）
598 M　=わかんないよ。
599 T　大野先生がさ、朝のリレーっていうの
を //（　）研究してて
600 S　// 朝のリレー
601 T　なんか大野先生が研究するってことは
なんか：：未開の文学 // みたいな
602 S　//（谷川俊太郎・大城立裕）とか
603 T　研究が進んでいないのとか好きじゃん
（笑）沖縄文学とかそうじゃん（笑）
604 S　=研究されてないっす。
605 T　=研究されてない（笑）
606 T　研究されてない部分が好きだから、も
しかしたら谷川も研究されてないのかな？
607 M　=う：：ん。
608 S　= 埋もれているものが沢山あるんじゃ
ないか。
609 T　そうそう。又吉栄喜とかそうだと思う
し。だから好きさ。あの人（笑）
610 S　そうだね。
611 M　何が悲しくなった？	
612 S　=悲しくなってしまった。
613 T　= この詩について誰か研究してるのと
か－
614 M　はあ。
615 S　落とし所がよく分かんなくなってし
まった（１）皆さん今日はこれでお開きに
いたします。
616 T　すいません。
617 S　いえいえ。
618 S　有り難うございました。
619 M　有り難うございました。
620 S　はい。
621 TO　はい。有り難うございました。あ、
そのままで大丈夫です。そのまま、あの、
録音してください。
622 TO　え：：、それではですね、
623 M・S　//（笑）
624 TO　約40分、にわたって、え：：話し合いを、
悲しみという詩をテーマにですね、話し合
いをしてもらいましたけれども、じゃあこ
こでですね：：、え：：、この、話し合い
に臨んでもらいました三人にですね、話し
合い後の、ま、話し合いをしてのですね、
あの：：感想を．一人ずつ、え：：述べて
もらいたいと思います。え：：まあ．あの．
先ほど話し合いの中で言えなかった思いあ
るようでしたら、そこで話しても結構です。
あと、話し合いの進行だとかですね、そ
ういうことに触れてもかまいませんので。
じゃあ．え：：と．じゃあ、T さんからお
願いしましょうか。お願いします。
625 T　そうですね、私は：：結構：：詩人の
人生に偏りすぎていて、表現とか、あまり
考、なんというか、表現をあまり重視して
いなかったのかなっていうのが、M さんの
問いかけによって明らかになって、自分の
中でもいくつか考えが変わっていったりも
したので：：、今度は表現をちゃんと読ん
でいきたいなって思いました。
626 TO　はい、ありがとうございます。
627 TO　じゃ、M君どうぞ。
628 M　= はい。えっと、谷川俊太郎のことは
何も知らなかったので、あ、そういう風に
思うってことはできるのかなって思ったん
ですけど。えっと、なんとなく、この（４）
なにかとんでもない落とし物をしてきてし
まったらしいは、知ってるけど言わないと
か、遺失物係っていうのは、僕自身じゃな
いのかとかっていう意味も、もちろんこの
谷川、から考えるのもできるのかなって
思ったんですけど、じゃあ：：、えっと、
－ 36 －
今の話し合いの中で出なかった読み、って
か // 僕が勝手に思っている読みを、最後
に言うと－
629 T　// ああ：：
630 M　やっぱり、あの青い空の波の音が聞こ
えるあたりに、何かとんでもない落とし物
を僕はしてきてしまったらしい、って言っ
ている。で、あのっていうのは、やっぱり
遠い．ものを指すのかな：：と思って、で、
青い空の波の音が聞こえるあたりに、あた
りにって言っている。なんかここだ．じゃ
なくてあのへんっていうふうに、漠然とし
ているものに言っているから、やっぱり遠
いのかな：：っていうふうに、距離はある
のかなって思うんですけど。で、何かとん
でもない落とし物を僕はしてきてしまった
らしい、何か、しまったらしいって言って
るから、やっぱり、僕は何を落としたのか
わからない、でもなんとなくとんでもない
ものを落としたんだな：：っていうことだ
けは、わかっている。例えば：：あ、あれ
が無いってなったら、そのあれの正体って
なんか分かるさ。あ、ペン忘れたとか。っ
て言って分かるけど、でも何を落としたの
かも分からない、今自分が何を持っていな
いのかも分かっていない僕がいるんじゃな
いのかな：：って思って－
631 M　で、遺失物係を、僕じゃない別の人、っ
てして、前に立ったら僕は余計に悲しく
なってしまった、ってあるんですけど、余
計に、って言ってるってことは、悲しくっ
て、で、遺失物係の前に立ったら、余計に
悲しくなった、よね。じゃ．この悲しみの
正体は何かって言ったら、分からないこと
なのかな：：って思ったわけさ。何かとん
でもない落とし物を僕はしてきてしまった
らしい、でも、何を落としたのか分かんな
いことがとっても悲しい、って思って、遺
失物係に立ったらその悲しみが余計に、こ
う、強くなった、ということを考えると、
この悲しみの正体ってのは、何か分かんな
いってことなのかな：：って思ったわけ
さ。で、それを踏まえて、遺失物係の前に
立ったらなんで余計に悲しくなったのかっ
て言ったら、普通さ、なんか、落とし物係
の前に立ったら、すいません、ペン、あり
ませんか？とか、赤いやつなんですけどっ
て言えるさ、分かってたら。でも：：、分
かってないさ。らしい、って言ってるから。
だから、落とし物係の前に立っても、あの、
えっと：：、あれなんですよ、でも：：、
とんでもないんですよ、って言っても、は
あ？みたいな感じさ。
632 S　=非常に大事なもの（笑）
633 M　そう。とても、とんでもない落とし物
なんですけど、って言っても、あ：：、ちょっ
と、分からないです：：ってなるさ。した
ら、余計に自分が何が分か、何を落とした
のか分からなくなるさ。ってことが分かる
さ。あっ、俺ってほんとに何落としたのか
分かんないんだってことをはっきりさせら
れて、余計に、あ．悲しいな、っていう気
持ちになるのかな：：って思って。
634 S　=う：：ん。
635 T　あるあるあるある。
636 M　そういうことかなっとか、ちょっとだ
け思いました。（笑い）
637 T　（　）（笑い）
638 S　（はい）
639 TO　じゃあ、S君、お願いします。
640 S　え：：っとですね、僕これ、あんまり
詳しくなくて、谷川俊太郎のこともよく分
からなかったんですけど。う：：ん、やっ
ぱり、ちょっと、読みの、読みに関して言
うなら、（１）え：：っと、ですね、Mも言っ
てたんですけど、この遠くにある．海の向
こう側にある、あたり、って言っているの
が遠くにあって、ものすごく表面的に読ん
で、で、らしいって、しまったらしいって、
すごい後悔しているんだろうなっていうよ
うな、えっと、らしいっていうか．はっき
りしない．知っているけど知っていないで
はなくて、分からないものが分からないっ
ていうような。
－ 37 －
641 M　=うん。
642 S　で、まあ、そのね、ちょっと、M 君の
読みに偏ってはいるんですけど、そういう
ふうになってしまった僕がいるんですけ
ど、最後に悲しくなってしまったっていう
部分も、分からない：：分からない：：めっ
ちゃ分からない：：どうしよう、はあ：：っ
ていうような印象で（　）した。で、あと：：、
プロトコルっていう：：ことで、一応、な
んか役割っていう（　）
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